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現代のコミュニケーションは様々なツールがあ
り、使い分ける時代です。SNSも大変便利です
が、何と言っても究極は対面でのコミュニケー
ションです！

自分の考えや思いが相手に伝わる話し方
相手の信頼を得る話の聞き方
これらが思い通りにできたらどんなにいいで
しょう！
是非そのやり方を身に着けましょう。

ハッピーで生きいきとした毎日を送るために
職場や学校,日常生活で使えるコミュニケー
ション方法をお伝えします！

マインドアップキャリアカウンセラー 岡田 久美子
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日常生活の中で自分の考えや思いをきちんと
伝えたい時や場面で相手に的確に伝わらない時、
もどかしさを感じたことはありませんか？

社会人の方なら上司に報告や相談、会議での発言
する時。

学生さんならゼミの発表やグループワーク、
サークルでの話し合い。

子育て中の方なら保育園、幼稚園、学校での
保護者会、PTAの集まりなど・・
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そんな時に自分の考えや思いがきちんと相手に
伝わるといいですよね!

それにはちょっとしたコツがあるのです。
それは何でしょうか？
それには、

ロジカルスピーキング（論理的話法）を使いま
しょう!

１．結論（自分の1番言いたいこと）

２．内容 （または理由）

３．具体例

この順番に話しましょう！ 相手に伝わ
る話し方として効果大です。
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例えば、あなたは久しぶりに再会した学生時代の
友人と話に花が咲き、次の休みに一緒に旅行に行
くことになりました。

以前から旅行に行きたい場所があり、そこに一緒
に
行くことを提案するとします。

『私はベトナムに是非行きたいんだけど、一緒に行かな
い？』・・結論
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『ベトナムは今東南アジアでも経済発展していてとても
活気があるし、ファッションやグルメもとても興味ある
んだよね！以前から行きたかったんだ～』
・・理由

『アオザイはとてもおしゃれだし、着てみたくない？昔
フランスの植民地だったこともあってオシャレなカフェ
やレストランもたくさんあってお料理もおいしんだって。
A子の好きなかわいい雑貨もあるんだよ。どう？』
・・具体例
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人は右脳と左脳の両方にアプローチされると
行動に移しやすいといわれています。
右脳はイメージや感情をつかさどる分野
左脳は論理、思考、分析をつかさどる分野と
言われています。

こんな感じです。いかがですか？行きたくなり
ましたよね？（笑）

これにはちょっとした理由があるのです。
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少し難しかったかもしれませんが、是非試し
てみてください。

最初はぎこちないかもしれませんが少しづ
つでよいので日々使い慣れる事をお勧めし
ます！

つまり
結論と内容で左脳にアプローチし、具体例
で右脳にアプローチしてより相手の頭の中
で具体的に映像化を促しているのです。
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あなたは話すより聴く方が簡単だ。と思って
いませんか？

それは「ただ黙って相手の話を聴けばよいの
ね。」と受け身で考えているからかもしれま
せん。

聴くことを軽くとらえていると、話す場面で
つけが回ってきます。それはちゃんと聴けな
ければ話せないからです。

話し上手になるには、まず相手の話をしっか
り聴くこと。聴き上手が話し上手につながり
ます。
相手との信頼関係も築くことができます。

まずは聴き上手を目指しましょう!
日常会話で使えるポイントをお伝えします。



©2018Kumiko Okada

日常会話を楽しくする聴き上手５つのポイント

１．リラックスして、オープンマインドで！

２．相手におへそを向けて・興味関心を持つ

３．あいづちの打ち方にバリエーションを！

４．お話泥棒になっていませんか？

５．質問上手になろう！

１．話を聴こう！と何も身構える必要ありませ
ん。まずは笑顔でリラックスして、
暖かい雰囲気で微笑んでみましょう。

２．相手の人はどんなことを話してくれるんだ
ろう？
こういう気持ちを持つことが大切です。
相手に興味を持って。
そして相手におへそを向けて。
このようなあなたの態度が相手の方が話し
たく なるモードに切り替わります。
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３．相手の話しには反応良くすることが大事で
す。
とくにあいづちです。
話し手にとってはあいづちを打ってくれる
と『聴いてもらえてる！』と感じ、
ますます話す張り合いがでてきます。
あいづちも話の流れによって使い分けたい
ものです。

引用：人は話し方で9割変わる 福田健 著

①同意のあいづち…そうですね・なるほど・ごもっとも

②共感のあいづち…ほう・驚きましたね・大変でしたね
③促進するあいづち…それから・それで・

その先を聞きたいですね

④整理するあいづち…つまり、こういうことですね
一言でいうとこういうことですね

⑤軽い驚きのあいづち…へえ！・知らなかった！・
びっくりするなあ！
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４．あなたはお話泥棒になっていませんか？

『大丈夫です。お友達と話しをしている時も私は
しっかり聴いてます。』こういう方は多いですが、
うっかり相手の話しを途中で奪って自分の話をして
いる方、意外と多いのです。
例えば、こんな感じです。

A「うちの子、テスト前だというのにスマホゲームば
かりして、ちっとも勉強しないの。昨日もそれを注
意したら親子げんかになってしまって・・」

B「そうなんだ・・難しい年頃だもんねえ。」

A「口喧嘩だけならまだしも、最近は家の中のものに
当たり散らすの・・この間は壁に穴があいて・・
もうどうコミュニケーションとっていいのか、わか
んないのよ、それにね・・」
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B「中学生の男子なら良くあることよ。めずらしく
ないよ。体力有り余ってるんじゃない、どっかで
発散させないとね。うちの場合はね・・・」
～とBさんは自分の場合の話しを延々と話しだしま
した。

いかがでしょうか？
まだAさんは話の途中でしたし、聴いてほしい感じ
でしたよね。
これではAさんはもやもや感と不満ばかりたまって
しまいます。もう相談事はBさんにしたくない。と
思ってしまうかもしれませんね。

途中で話しの主導権を奪ってしまわないように
気を付けましょう。

５．質問上手になろう！

あなたの質問の仕方によって、相手の
答え、話の流れはガラッと変わります。
TVを見ていると、タモリさんは質問上
手ですよね。
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相手の方の話をさりげなく引き出して
います。
タモリさんの域までは難しいですが、
ちょっとした心がけで質問上手になれます。

それには2つのポイントがあります。

① イエス・ノーで答えられない質問を
する・・５W1Hを使う
（何を・なぜ・いつ・どこで・誰と・どのように）

②具体的または的を絞って質問する

引用：人は話し方で9割変わる 福田健 著
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①の場合は例えばこんな感じです。
上司が口数の少ない部下Aさんに話しかける
場面で。

『Aさんは朝は早く起きるの？』
『いいえ』
『時間ギリギリまで寝ているほうかな？』
『はい』
『では、朝食は食べる時間はないのかな？』
『ええ、そうですね。』
一問一答で会話がはずみませんね…

次に５W1Hを使ってみましょう。
『Aさんは朝起きたらまず何をするの？』
『そうですね、顔を洗って、それから花に
お水をあげます。』
『へぇ。そうなんだ。花を育てているんですね
どんな花ですか？』
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『今はビオラとパンジーです。寒さに強く
手入れも楽です。花があると部屋が明るく
なりますし、気持ちもあがります。』

『そうですよね！私もパンジーを植えています
今は色の種類も増えていますよね。』

『ハイ！今年は新種の濃いピンクでフリルの
パンジーを植えたんですよ。』

・・いかがですか？
朝何をするか？に始まってパンジーの話で
盛り上がってきましたね。

このように質問の
仕方一つで相手も結構話をしてくれます。
何を？どんな？などの５W1Hの質問は
答えるほうも範囲が広いので答えやすくなりま
す。
ぜひ活用してみてください。
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②の場合では次の例で見てみましょう。

Bさんは福岡出張で1泊の予定でしたが、
飛行機の欠航で1泊延長することになり
1日観光した後、戻ってきました。
翌日会社内での会話。

A「福岡はどうでしたか？」
B「ええ、まあよかったですよ。」

Aさんの質問の仕方ですと、あっという間に
会話が終わってしまうことがよくあります。

こんな時は的を絞って、できるだけ具体的に
質問しましょう。

A「福岡ではどこか観光に行かれたんです
か？」

B「ええ、大宰府天満宮と柳川にいってきた
んですよ。」

A「そうなんですね。いいなあ。福岡はおい
しい食べ物もいっぱいあるんですよね？」

B「そうそう！大宰府では梅が枝餅、柳川で
はウナギ、夜は天神でとりなべを食べたん
です。どれもおいしかったなあ！」

観光スポットからグルメまで話が膨らみました
ね！
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まとめ

ここではコミュニケーションの基本とし
話し方
聴き方のポイントをお伝えしました。

是非ご家庭や学校、職場などで気軽に取
りいれてみてください。

コミュニケーションは、いわば会話の
キャッチボールです。

失敗してOK!
どんどんチャレンジして
会話というボールを投げて、
受け取ってください。

あなたの毎日が活き活き！と
楽しいものになることを応援しています。

岡田久美子（おかだくみこ）
オフィシャルHP:https://true-mindup2018.com/


